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令和６年４月定例教育委員会 会議録 

 

１．日  時  令和６年４月２６日（金） 13：30 から 15：00 まで 

 

２．場  所  中央公民館 講義室 

 

３．出席委員  教 育 長  宮 本  隆 

        教育長職務代理  佐 藤  一 郎  

        教 育 委 員  花 里  一 惠 

                  本 城  慎之介 

                  鈴 木  淳 子 

                   

 

４．事 務 局  こども教育課長 

        生涯学習課長 

こども教育課長補佐兼学校教育係長 

こども教育課児童係長 

こども教育課子育て支援係長 

軽井沢高校・教育魅力化推進係 

生涯学習課長補佐兼社会教育係長 

生涯学習課長補佐兼文化振興係長 

        生涯学習課図書館長兼図書館係長 

 

５．傍 聴 人  １名 
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１. 開会 

 

<事務局（こども教育課長）> 

只今より、令和 6年 4月定例教育委員会を開催いたします。始めに宮本教育

長ご挨拶をお願いいたします。 

 

２. 教育長あいさつ 

 

<宮本教育長> 

皆さんこんにちは。 

令和 6年度 4月ということで、また今年度もよろしくお願いいたします。 

学校が始まって 1 ヶ月弱となり、だんだん慣れてきた部分もあったり、あるい

はそろそろ疲れたかなっていう子も出てきたりというような時期だと思いま

す。 

桜は満開を少し過ぎてしまいましたが、軽井沢も春爛漫という感じです。 

個人的なことですが、自宅の庭に池がありまして春になるとカエルがやってき

ます。もちろん、ひきガエルですが今年も 4月、2週間ぐらい前にやってきま

した。たぶん雌を待っている雄だと思います。 

実は、自宅には 6年前に私が DIY で掘って作った池があります。7月に完成

し冬を越し翌年の 4月、６年前の 4月からカエルはくるようになりました。 

要は生まれた池ではないわけです。 

どこからかやってくるかと不思議だったので軽井沢町史の自然編を見るとヒ

キガエルが載っていました。やはり普通は森の中で生活しているようです。そ

こで、ヒキガエルはどうやってくるのかと思っていたところ、ある研究者が書

いている本によりますと、やはり匂いだそうです。 

それでやってくるのはわかりましたが、この寒い冬、軽井沢をどうやって過ご

しているのか。 

カエルは毎年来ますがきたところを見たことがありません。どうやって来る

のか非常に不思議です。 

森の中とか自然の中にいろいろ不思議なことがたくさんあり、探究の種は実

は自然の中にたくさんあります。 

ですから、その探究の種の例えば一つである自然を使って、町が学校の教育の

中で活用しているのかどうか。あるいは自然だけじゃなくて歴史文化や人材な

どいろいろなことを教育の中で十分に活用しているのかと私自身も非常に心も
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とないことがありますので、そこの部分についてはしっかりと今後も考えてい

きたいと思っています。 

また、この後お話させていただければと思いますが、そういったことも考え

ております。また本日は時間がかかりますがよろしくお願いいたします。 

以上でございます。 

 

３．報告事項 

 

<事務局（こども教育課長> 

続きまして３．報告事項並びに４．協議事項に移らせていただきます。 

宮本教育長の進行でお願いいたします。 

 

（１） 教育委員会行事・事業報告について 

 

<宮本教育長> 

それでは 3番の報告事項の（１）教育委員会行事・事業報告についてお願い

いたします。 

 

〇事務局（こども教育課長補佐兼学校教育係長）より説明 

資料 1ページをお願いいたします。 

教育委員会行事・事業報告期間につきましては、令和 6年 3月 22 日から令

和 6年 4月 26 日までとなっております。 

3 月 22 日、3月定例教育委員会、中央公民館。同じく 22 日、軽井沢町連合

校長会、音羽の森。22 日、教育委員歓迎会、校長・教頭送別会、音羽の森。 

25 日、軽井沢町立保育園卒園式、各保育園。同じく 25 日、全国交通安全運動

実施に伴う関係機関・団体合同会議、軽井沢警察署。26 日、小諸新校再編実施

計画懇話会、小諸市役所。28 日、議会全員協議会、役場。29 日、児童発達支

援センター竣工記念式典、児童発達支援センター。29 日、年度納めの式、役

場。 4 月 1 日、教育委員会辞令交付式、中央公民館。 1 日、軽井沢町辞令

交付式、役場。2日、軽井沢町立保育園入園式、各保育園。2日、教育長保育

園あいさつ、中保育園。3日、児童見守り隊出発式、老人福祉センターゲート

ボール場。4日、軽井沢町立小学校入学式、各小学校。4日、軽井沢町立軽井

沢中学校入学式、軽井沢中学校。4日、軽井沢町連合校長会、中央工学校南ヶ

丘倶楽部。4日、校長・教頭歓迎会、中央工学校南ヶ丘倶楽部。5日、北佐久

郡公民館運営協議会総会、中央公民館。15 日、令和 6年度佐久地区市町村教育
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委員会連絡会及び県教育委員会説明会、東信教育事務所。20 日、長野県水平社

100 周年記念大会、小諸市ステラホール。 

25 日、第 1回信州オープンドアスクール創造会議、中央公民館。26 日、令和 6

年 4月定例教育委員会、中央公民館。 

以上報告になります。 

 

<宮本教育長> 

1 ページの報告について何かございますか。続けて（２）教育委員会の行事

日程についてお願いします。 

 

〇事務局（こども教育課長補佐兼学校教育係長）より説明 

教育委員会行事日程について期間につきましては、令和 6年 4月 26 日から

令和 6年 5月 31 日までとなっております。 

26 日、4月定例教育委員会、中央公民館。27 日、軽井沢フォトフェスト 2024

開会式、矢ケ崎公園。5月 8日、小北学校職員会総会、軽井沢中学校。 

9 日、教頭会（教育長訓話）、中央公民館。10 日、青少年健全育成協議会総

会・研修会、中央公民館。同じく１０日、主幹指導主事訪問、中部小学校。 

14 日、１５日、全国町村教育長会定期総会・研究大会、東京都銀座ブロッサ

ム。 

16 日、軽井沢大賀ホール理事会・評議会、軽井沢大賀ホール。20 日、佐久地

区市町村教育委員会連絡会、佐久合同庁舎。21 日、軽井沢町初任者研修、中央

公民館。23 日、佐久地区教科用図書採択研究協議会、小諸市役所。 

24 日、校長会・教育委員会連絡会、東部小学校。27 日、第 2回信州オープン

ドアスクール創造会議、中央公民館。27 日、令和 6年 5月定例教育委員会、中

央公民館。28 日、一般社団法人軽井沢観光協会定期総会、軽井沢プリンスホテ

ル。28 日、佐久地区教科用図書調査研究委員会、小諸市教育センター。 

30 日、教育委員視察研修、こちら東京都内を予定しております。 

31 日、令和 6年度関東甲信越静市町村教育委員会連合総会及び研修会茨城大

会、 古河市・イーエスはなもも体育館。以上になります。 

るるぱるの関係につきましては、子育て支援係長より説明をお願いします。 

 

〇事務局（子育て支援係長）より説明 

資料 1、るるぱる 5月号をお願いします。 

子育て支援センターの 5月の主な行事になります。まず子育て講演会、こち

ら 5月 21 日の火曜日ベビーエクササイズと言うことで、ベビーヨガのような
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イメージのものですけど髙林愛梨先生に来ていただいて講演いただきます。子

育てダイヤルは、5月 7日、14 日、21 日、28 日、毎週火曜日に行います。ぴ

よぴよベビー相談 5月 10 日、こちらも小さいお子さん向けの相談になりま

す。 

また子育て支援センターるるぱるの行事につきましては、毎月町ホームページ

の方も更新しておりますので、ご覧いただきたいと思います。 

2 枚目、3月子育て支援センター利用報告です。利用者数 911 人、相談件数

は 180 件です。 

令和 5年度全体では利用者数 6399 人、相談件数 1354 件となっております。子

育て支援センターですが 1月にトイレ改修の関係で休館しましたが、前年より

利用者数が増えたということで人数的には回復傾向にあるのかと考えていま

す。 

以上です。 

 

（３）各種行事への後援等について（８件） 

 

<宮本教育長> 

今の部分について何かございますか。それでは、（３）各種行事への後援等 

についてお願いします。 

 

〇事務局（生涯学習課長補佐兼社会教育係長）より説明 

各種行事への後援等についてご報告します。 

①第 21 回ジーロ・デ・軽井沢。主催者はジーロ・デ・軽井沢実行委員会、 

開催日は 5月 25 日土曜日から 26 日日曜日、場所はルグラン旧軽井沢及び軽井

沢町内外周辺です。 

②Duo SOIREE ピアノ連弾コンサート 2024。主催者は Duo SOIREE、開催日

は 5月 25 日土曜日、場所は軽井沢大賀ホールです。 

③軽井沢ドックツーリズム推進プロジェクト。主催者は一般社団法人軽井沢

観光協会、開催日は 4月 1日月曜日から翌年の 3月 31 日月曜日までです。 

場所は軽井沢町内です。 

④第 15 回軽井沢ユニバーサルスポーツ祭。主催者は軽井沢ユニバーサルス

ポーツ祭実行委員会、開催日は 6月 15 日土曜日、場所は軽井沢風越公園総合

体育館です。 

⑤北陸新幹線福井延伸記念特別展「かこさとし絵本へのまなざし」。 

主催者は軽井沢絵本の森美術館で開催日は 6月 14 日金曜日から 10 月 14 日月
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曜日までです。場所は軽井沢絵本の森美術館第２展示館。 

 

⑥明治大学マンドリン俱楽部軽井沢演奏会。主催者は明治大学軽井沢御代田

駿台校友会、明治大学校友会佐久地域支部、開催日は 10 月 5 日土曜日です。

場所は軽井沢大賀ホールです。 

⑦第 8回軽井沢オペラプロジェクト「オペラ蝶々夫人」。 

主催者は軽井沢町民オペラ実行委員会、開催日は 9月 16 日月曜祝日となりま

す。場所は軽井沢大賀ホールです。 

⑧グランフォンド軽井沢 2024[第 15 回]。主催者はグランフォンド軽井沢実

行委員会、開催日は 5月 25 日土曜日と 10 月 27 日日曜日、場所は軽井沢町内

となります。 

報告は以上です。 

 

（４）令和６年度 第７６回軽井沢夏期大学の開催について 

 

<宮本教育長> 

では、続きまして（４）令和 6年度第 76 回軽井沢夏期大学の開催について

お願いします。 

 

〇事務局（生涯学習課長補佐兼社会教育係長）より説明 

資料 2をお願いいたします。令和 6年度第 76 回軽井沢夏期大学の開催につ

いて報告いたします。今年度は海と日本を主題といたしまして開催いたしま

す。開催日は 8月の 2日から 4日の 3日間、会場は中央公民館です。 

日程、演題、講師につきましては 3ページをお願いいたします。 

8 月 2 日金曜日、午前講師は、慶應義塾大学教授 中西聡先生。演題は「北

前船と日本海開運」。午後の講師は、獨協大学名誉教授 竹田いさみ先生。演

題は「海の地政学」。8月 3日土曜日、午前の講師は、甲南女子大学名誉教授 

森田勝昭先生。演題は「捕鯨業の世界展開と日本、そして鮎川」。午後の講師

は、北海道大学大学院准教授 佐々木貴文先生。演題は「海の覇権争いと漁

業」。8月 4日日曜日、午前の講師は、横浜国立大学教授 筆保弘徳先生。演題

は「台風列島日本の過去・現在・未来。午後の講師は、北海道大学大学院准教

授村井芳夫先生。演題は「海底地震観測からわかった千島海溝プレート沈み込

み帯の地震活動と地下構造」となっております。以上、3日間の日程で今年度

も開催したいと存じます。 

以上です。よろしくお願いいたします。 
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<宮本教育長> 

夏期大学について何かございますか。 

それでは次の（５）の区域外就学について、個人情報に関わる事項があるた

め全ての事項終了後に報告ありますのでご承知ください。 

 

４．協議事項 

 

（１）令和 6年度軽井沢町立図書館蔵書点検の実施および特別整理期間につい    

て 

 

<宮本教育長> 

それでは 4番の協議事項に入ります。（１）令和 6年度軽井沢町立図書館蔵

書点検の実施および特別整理期間についてお願いします。 

 

〇事務局（生涯学習課長補佐兼図書館長兼図書館係長）より説明 

令和 6年度軽井沢町立図書館蔵書点検の実施および特別整理期間について、

軽井沢町立図書館条例施行規則第 4条第 1項の規定に基づき、蔵書点検期間中

は軽井沢町図書館を特別整理期間中期間の休館日としてよろしいでしょうか。     

また整理期間中に入る 6月 10 日、6月 24 日までの貸し出しにつきまして貸し

出し期間を 2週間延長するものといたします。 

点検期間は、先ほど言いましたが 25 日から 7月 2日の 8日間となります。こ

の間、7月 1日から離山が開館となります。 

目的は書庫の整備や蔵書点検を行い、蔵書の所在を明らかにし、利用者の利

便性を図るためです。貸し出しにかかる変更ですが、6月 25 日から休館になり

ますので、その前 2週間 6月 12 日から 24 日のみを 1週間延長させていただ

き、貸し出し冊数の変更も通常図書 10 冊を 20 冊、雑誌を 5冊から 10 冊まで

視聴覚資料も通常 2点から 4点までということで多く貸し出す予定でございま

す。周知の方法につきましては、広報 6月号またはホームページ、館内ポスタ

ー、県立および近隣の図書館への周知ということでございます。 

2 ページを見ていただきまして、先ほど整理した細かい概要を書いておりま

す。 

この期間中、多目的室は近年開けてはいませんでしたが、勉学等で利用した

い方、学生のために学習の場として 6月 26 日から 7月 1日までを、多目的室

のみは解放したいと考えております。 
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日程を見ますと中学校がその間テスト期間中ということもありますので、現在

も利用者が多いと思いますので、これにつきましても学校へ連絡をしたり、ポ

スターで周知させていただきます。 

下の ANX というところですけど、これは昨年から新システムを入れたアネッ

クスという会社のことでして特別整理期間中の初日 25 日に業者には来ていた

だきます。それで説明をしていただきます。 

ハンディターミナル HHT については、これはバーコード本１冊についている

バーコード読み取り機械ということになります。図書館では通常もそうですが

6台は用意してございます。今回は ANEX に依頼して４台をお借りして、従来の

ハンディターミナルによって離山図書館、中軽井沢図書館の両館の蔵書点検を

行いたいと思います。 

以上です。ご協議のほどよろしくお願いいたします。 

 

<宮本教育長> 

何かご質問ご意見よろしいでしょうかね。 

 

<教育委員> 

―承認― 

 

（２） 軽井沢町の社会教育委員の委嘱について 

 

<宮本教育長> 

それでは、（２）軽井沢町の社会教育委員の委嘱についてお願いします。 

 

〇事務局（生涯学習課長補佐兼社会教育係長）より説明 

資料 7をお願いいたします。軽井沢町社会教育委員の委嘱についてご説明い

たします。提案理由でございますが令和 6年 3月 31 日をもちまして軽井沢町

社会教育委員の任期が満了いたしました。それに伴いまして軽井沢町社会教育

委員の定数および任期に関する条例に基づき、委員の委嘱をするものでござい

ます。2ページをお願いいたします。こちらが今回の委嘱者名簿の案になりま

す。任期は令和 6 年 4月 1日から令和 8年 3月 31 日まででございます。 

委員は 10 名で構成しておりまして 8名の方が継続、2名の方を新任にしたいと

いうものでございます。委員の氏名等につきましては記載の通りでございま

す。 

なお、新任の委員候補でございますが、上から 8番目の今野 篤氏につきま



9 

 

しては、町の社会教育活動の一つであります公民館の分館活動に従事していた

だいている浅間台の分館長ございます。 

こちら軽井沢町公民館分館長連絡会より推薦をいただきました。 

また 10 番目の久保 貴史氏につきましては西部小学校校長ということで教

育委員会学校長連絡会より推薦をいただきまして選出しております。 

多方面から町の社会教育を見ていただくということを考えまして、委嘱させて

いただきたいというものでございます。 

説明は以上です。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

<宮本教育長> 

何かご意見等ございましたらよろしくお願いします。 

 

<教育委員> 

―承認― 

 

（３） 各種行事への後援等について 

 

<宮本教育長> 

（3）各種行事への後援等についてお願いします。 

 

〇事務局（生涯学習課長補佐兼社会教育係長）より説明 

資料 8をお願いいたします。4月 11 日付で申請がございました、「自然の中

で自分たちだけの舞台を創ろう！」の名義使用承認についてでございます。 

申請者は、Mina Watoto 代表の中澤聖子。事業名称「自然の中で自分たちだ

けの舞台と創ろう！」主催者は、Mina Watoto。実施日は 6月 9日日曜日から

9月 25 日日曜日の全 12 回となっております。実施場所は、森のようちえんぴ

っぴと軽井沢町施設ということで発地市場と中央公民館を予定しております。

参加費等ですが参加費は 2万 4000 円です。2ページをお願いいたします。2ペ

ージは名義使用承認通知書案となります。3ページをお願いいたします。3ペ

ージは名義使用承認申請書となっております。中段の事業の趣旨でございます

が、小学生と自然の中で感覚を研ぎ澄ませ、心と身体を緩めながら、演劇教育

の手法を使いながら表現の世界を遊んだり、自然の不思議や面白さを感じたり

する。体験したこと・感じたことをもとに、チームで創作をし、発表をする。

というものでございます。4ページをお願いいたします。4ページは事業計画

書となっておりまして、開催日ということで記載の通りの全 12 回、12 日間で
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す。参加者数は見込みで 20 名。事業内容ですが、最後の 12 ページ、13 ページ

をお開きください。こちらはチラシになります。自然の中で自分たちだけの舞

台を創ろう！小学生のための創作表現ワークショップということになります。 

自然の中で体を動かして遊ぶ時間、自然の面白さを発見する時間、遊びから

繋がった小さな創作体験、ものを作り遊ぶ時間、音で遊ぶ時間、一つの舞台を

作るために「自分のやりたいこと」を決めて仲間と創作していく時間、という

ような予定で実施するということでございます。 

6 ページをお願いいたします。6ページは収支予算書でございます。 

収入合計 149 万 1713 円、支出合計 149 万 1713 円で収支はゼロとなり営利を主

たる目的としていない事業となります。7 ページから 11 ページは団体の規約と

なっております。 

先ほどもご覧いただきましたが 12 ページ 13 ページはチラシとなります。 

以上より本案件は承認基準を満たしていると考えます。審議のほどお願いい

たします。 

 

<宮本教育長> 

何かご意見等ございましたらよろしくお願いします。 

 

<教育委員> 

―承認― 

 

<宮本教育長> 

それでは協議事項で終わりになりまして、今日はその他のところで何かありま

したらお願いします。 

 

〇事務局（こども教育課長補佐兼学校教育係長）より説明 

その他で 3点をお願いいたします。 

まず 1点目、学びの多様化学校の関係視察を予定しております。日程につき

ましては、5月 30 日の木曜日、場所につきましては、現在東京都内を予定して

おりますが、また決まり第連絡をさせていただきたいと思います。 

またその翌日につきましては、令和 6年度関東甲信越静市町村教育委員会連

合会総会および研修会、こちらは茨城で行われます。 

場所につきましては、イーエスはなもも体育館で行います。 

最後に第 76 回関東甲信越地区小学校長研究協議会長野大会が 6月 6日 7日

軽井沢プリンスホテルで行われます。 
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またこちらの詳細をここで連絡をさせていただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

私からは以上です。 

 

<宮本教育長> 

その他、何かあればお願いします。 

 

〇事務局（こども教育児童係長）より説明 

児童係よりお願いします。 

明日から大型連休になりますが、東地区児童館、中地区児童館、西地区児童

館は学校の併設館になり休館となることから、就労等で保護者が不在となる放

課後子ども教室利用者につきまして安全な居場所を確保するため 5月 3日金曜

日、4日土曜日、6 日月曜日の 3日間を臨時開館することとしました。 

利用が必要な方につきましては、登録をしている放課後子ども教室で本日まで

申し込みを受け付けしております。現時点での申し込み状況は、東地区児童館

が 1名、中地区児童館が 9名、西地区児童館が 3名の申し込みをいただいてお

ります。ご承知いただければと思います。 

以上です。 

 

<宮本教育長> 

その他、何かあればお願いします。その他ございますか。 

 

<佐藤委員> 

確認ですが、部活動の地域移行の関係で協議会を早急に開催しようというよ

うな話がありますがどんな感じで今進行しているか教えていただけますか。 

 

<事務局（こども教育課長）> 

令和 6年度より、こども教育課に総合政策課から事務局が移管しましたの

で、こども教育課が主体となり今までやってました SC 軽井沢と 5月中にどう

いう形で進めれば良いかを、まずは打ち合わせさせていただいた中で、地域移

行の方、あと中学校との関連もありますのでそちらの方でどのように進めてい

けば良いのかをまず下打ち合わせをさせていただいた中で、その協議会に諮る

のか新たな協議会にさせるのかを協議させていただきたいという形になってお

ります。日程については、今詰めている段階です。よろしくお願いいたしま

す。 
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<佐藤委員> 

予算はついていますか。 

 

<事務局（こども教育課長補佐兼学校教育係長）> 

はい、今年度進める話はしてまいります。よろしくお願いいたします。 

 

<宮本教育長> 

その他ございますか。 

 

<鈴木委員> 

この場所でお話していいのかわかりませんが、ちょうど入学してそろそろ 1

ヶ月経ち、特別支援教育について少しお話をします。入学して楽しみいっぱい

で通学したところ学級閉鎖で出鼻をくじかれたてしまったことと、そのままゴ

ールデンウィークに突入することで不安があります。 

幼稚園や保育園からの申し送りのありましたお子さんはもちろんですが、そ

の他少し気になる行動のお子さんがそろそろ目立つ中で、今年度の各学校ＬＤ

の通級が中部小、サテライト教室が東部小と西部小というふうに、また発達支

援センターの運営が始まり、スタートにおいて個々にいろいろと違うケースが

ありまして、どのように進めて計画を推進していると思いますが、またいろん

な面で例えば長野県の県内では特別養護支援学校があって例えば楽しい ICT の

拠点の東信では、小諸養護だったりして、またそちらから転入されてる先生も

あるのでそんな方向からいろんな方策が進められていると思いますが、例えば

言語とかＬＤとか、そういうことでミムのソフトを使うなど、そんなようない

ろんな後追いじゃなくて、とにかく初めの方で、早くに何かそんなことや、ま

たＬＤとか言語に関わらずに、様々な特性を持ったお子さんたちがどんなとき

に力を発揮するか、その逆のことばかりに目がいってしまいますが、そのとき

支援の先生が今入っているので支援の先生の目と手と知識をお借りしながら何

か後々にならないように何かを見出していけばいいなってことを、とりあえず

とにかくあのタイミングを逃さないようにいろんな方面から早くに何か寄り添

っていかれるといいなってことを感じています。 

すいませんこの場でこんな話かわかりませんが、いいですか。 

 

<宮本教育長> 

事務局の方から何か。 



13 

 

 

<事務局（こども教育課長）> 

今、鈴木委員がおっしゃるＬＤ通級教室は、今年度から中部小を拠点として

サテライト校は東部小、西部小で行い、そちらの方も 5月の頭に事前打ち合わ

せをする形になっています。これは前向きに進めていく話になっていきます。

また、様々な部分のスクールサポーター支援員も増やし、高校の方も魅力化推

進係に変え、こども教育課に入れましたので高校との連携も幼保小から始まっ

て高校までの連携をこれで充実させていくような形で進めていますのでよろし

くお願いいたします。 

また進捗がどんどん変わりましたら報告させていただいます。 

よろしくお願いいたします。 

 

<鈴木委員> 

ありがとうございます。 

 

６．閉会 

 

<事務局（こども教育課長）> 

 次回の定例教育委員会は５月２７日月曜日１３時３０分からとなりますので

よろしくお願いいたします。 

 以上をもちまして令和６年４月定例教育委員会を終了させていただきます。 

 


